
平成 20 年 5 月 8 日 

（社）中越防災安全推進機構 

 

中越市民防災安全大学の受講生募集について 

 
１ 中越市民防災安全大学とは 

  地域の防災リーダーとなる「中越市民防災安全士」を育成することを目的として開講する

もので「(社)中越防災安全推進機構」が運営します。 
※ (社)中越防災安全推進機構 ------ 長岡市内の 3 大学や専門機関の連携を核に、産官学民の広範

な防災ネットワークづくりを目指している組織。理事長・伊藤滋東京大学名誉教授、副理事長・

新潟県知事及び長岡市長が就任。 
 
２ 大学の内容 

 (1) 開講期間  平成 20 年 7 月から 11 月の 5ヵ月間に 13 週（1講座 90 分） 

          土曜日の午後に 2講座（13:30-15:00、15:30-17:00） 

 (2) 対 象 者  原則として高校生以上の長岡市民、定員 50 人 

（今後、中越地域に対象拡大の予定） 

(3) 費  用  一人 15,000 円（学生 7,500 円） 

 (4) 講義内容  裏面参照 

(5) 講  師  地元大学をはじめ、全国の防災専門家、行政等の実務担当者、市民活動団体等 

 (6) 受講会場  長岡商工会議所（長岡市坂之上町 2-2-1） 

           ※駐車場を利用される方には、長岡市共通無料駐車券を用意。 

 (7) 募集期間  平成 20 年 5 月 19 日(月)から 6月 20 日(金)まで 

 
３ その他 

 (1)「中越市民防災安全士」の認定 

   卒業生に対しては、長岡市長及び（社）中越防災安全推進機構理事長が「中越市民防災安

全士」認定書を交付します。 
 (2)「中越市民防災安全士」のネットワーク形成 

   卒業後は「中越市民防災安全士会」の会員として、知識や技術の習熟に努めるとともに、

情報を共有しあって地域に根付いた防災活動を行ないます。年間 50 人の卒業生が誕生すれ

ば 10 年間で 500 人の市民安全ネットワークが形成されることになります。 
(3)「ＮＰＯ法人日本防災士機構」が認定する防災士 

   本講座受講により、地域に密着した「中越市民防災安全士」の資格が取得できるとと

もに、全国にも通用する「防災士」の受験資格も併せて取得することができます。 

 
 
 
 
 

【お申し込み】 

（社）中越防災安全推進機構 

〒940-0062 長岡市大手通 2－2－6 ながおか市民センター5F 

電話・FAX 0258-36-8141 

【お問い合わせ】 

（社）中越防災安全推進機構または長岡市危機管理防災本部（0258-39-2262）

 
 
 
 
                                    → 裏面あり 



中越市民防災安全大学 第 3 期・平成 20 年度講座内容 

 

期 日             講  座  内  容 

7/5(土) 

13:00-17:00 

「2004 災害（水害、地震、豪雪）から学ぶ」 

1 入校式、受講者紹介、ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ        （社）中越防災安全推進機構事務局

〈特別講座〉中越大震災から学んだこと           長岡市長   森 民夫

2 長岡市の取り組みと安全士会への期待             長岡市危機管理防災本部特命主幹  相田祝司

                           長岡市福祉総務課長  佐藤正夫

7/12(土) 

13:30-17:00 

｢中越の自然と歴史｣ 

3 信濃川の成り立ちと歴史        利賀ダム工事事務所副所長  杉本利英

 4 長岡の災害と人の歴史                  長岡大学准教授  松本和明

7/26(土) ｢気象と風水害｣ 

5 気象の知識             新潟県地方気象台気象情報官  長峰 聡 

6 水害に備える            信濃川河川事務所防災情報課長  渡邊 実

8/9(土) 「実技１」 
7、8 普通救命講習                                   長岡市消防本部

8/23(土) 「身を守り、家を守る----我が家が避難所」 
 9 鉄筋・鉄骨等建物の耐震問題と補修･補強    内藤建築構造事務所長  内藤幹雄

10 在来木造建物の耐震問題と補修･補強       すまい空間研究所長 長谷川順一

8/30(土) 「災害と情報」 

11 過去の災害に見る情報の重要性   ジャーナリスト、元 NHK 解説委員  吉村秀實

12 防災講談（防災講談 3 部作から１作）             講談師  神田香織

  (防災講談 3部作 「稲むらの火」、「モクべエ伝説」、「掘るまいか・山古志手堀りﾄﾝﾈﾙ」)

9/6(土) 「合同イベント---地域社会の安全を考える」 
13,14 討論会             市民防災安全士会、三大学、地元ﾒﾃﾞｨｱ､NPO、復興市民会議等

9/27(土) 

10:00-16:00 

「被災地視察、ロープワーク・土のう作成実習等」 

15 山古志地域等視察                  NPO法人中越防災フロンティア

16 防災訓練等実技指導                      長岡市消防本部

～9/28(日) 

午前中解散 

☆ オプション：希望者は全体講座終了後、夕方からテント設営・炊き出し実習等 

宿泊はテント又はロータリーハウス（1泊 2日、午前中のみの自由参加） 

10/11(土) 

 

「災害と医療、相互支援」 
17  中越地震と医療活動              小千谷総合病院理事長  横森忠紘

18  日本、世界の災害状況               長岡造形大学教授  平井邦彦

10/18(土) 

兼 自治体研修 

「災害と復興」 

19 阪神・淡路大震災復興  総務省消防庁消防大学校消防研究センター所長  室﨑益輝

20 地震のメカニズム                  東京大学名誉教授    溝上 恵

11/1(土) 

 

「自然の破壊力」 
21 水害、土砂災害等              長岡技術科学大学教授  大塚 悟

22 雪害           防災科学技術研究所雪氷防災研究センター長  佐藤篤司

11/8(土) 「地域防災力の向上」 
23 マンションと地域社会        NPO法人レスキューストックヤード  栗田暢之

                    地域住民 

 24 地域コミュニティと防災・安全                     人選中

11/15(土) 「中越市民防災安全大学卒業式」 

25〈特別講座〉防災安全立県をめざして（仮題）           新潟県知事  泉田裕彦

26  総括討論、意見発表、卒業式、「中越市民防災安全士」認定書交付 

※ カリキュラムに多少変更が生じる場合がございます。予めご了承下さい。 


